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岡山県

令和６年度地方財政対策と県予算

－１－

地方一般財源総額

・地方税＋地方譲与税

0.5兆円（ 1.0兆円）

令和６年度地方財政対策（通常収支分）

・臨時財政対策債

・地方特例交付金等

・地方交付税

45.5兆円（45.5兆円）

1.1兆円（ 0.2兆円）

18.7兆円（18.4兆円）

■令和６年度地方財政対策では、地方一般財源総額に
ついて、65.7兆円を確保

県の令和６年度当初予算（一般会計）の状況

区 分

歳 入 予 算 額

うち財政調整基金（通常分）
の取崩し

歳 出 予 算 額

7,506億円

79億円

7,506億円

予 算 額65.7兆円
（前年度65.1兆円）

県財政の状況と今後見通し等

■令和６年度当初予算額（一般会計）は、7,506億円

となっており、そのうち財政調整基金（通常分）の

取崩しは79億円
■地方交付税総額について、前年度を上回る18.7兆円

を確保するとともに、臨時財政対策債を抑制

（前年度8,022億円）

（75億円）

（8,022億円）

■こども・子育て政策の強化のため、地方独自のソフト

事業として0.1兆円を増額するとともに、ハード事業

として500億円を計上



岡山県

岡山県の今後の財政見通し

県財政の状況と今後見通し等

国の経済見通しに基づく税収の増や県債残高の減少に伴う公債費の減等によって、財政調整基金（通常

分）の取崩しは、前回の試算（R5.2）に比べて減少する見込みです。

財政調整基金（通常分）の取崩しの見通し
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岡山県 －３－

※国の試算は、「成長実現ケース」と、それよりも緩やかな成長を見込む「ベースラインケース」の2つのシナリオが
あるが、より慎重な財政運営を図る観点から、「ベースラインケース」を活用

歳 入

県税は、令和6年度当初予算をベースに、「中長期の経済財政に関する試算（R6.1.22 内閣府）」
の名目経済成長率（ベースラインケース）の２分の１の成長率で試算
＜R６:1.5％、R７:0.9％、R８:0.5％、R９:0.5％ 、R10:0.4％ ＞

水島警察署庁舎建替整備事業などの特殊事情を除いた一般行政経費及び投資的経費は、令和６年度
当初予算の水準を維持することとして試算

歳 出

主な前提条件等

公債費は、新規借入利率1.1％で試算

県財政の状況と今後見通し等

岡山県の今後の財政見通し

社会保障関係費は、過去の実績及び国の将来推計をもとに試算

「公共施設マネジメント方針」に基づく個別施設計画を策定した公共建築物に係る改修費等は

令和６年度当初予算の水準を維持することとして試算

留意事項

物価高騰対策に係る事業費については、国庫補助金等の特定財源を活用して実施することとして
試算

岡山盲学校・岡山聾学校校舎等整備事業の工事費については、未確定であるため、試算には織り込
んでいない

人件費は、職員総数が定年引上げの影響により変動することはないものとして試算



岡山県

県債残高の推移と将来推計

県財政の状況と今後見通し等－４－

H2８までは決算額、H2９以降は年度末見込

県債残高は緩やかに減少していく見込みです。

※ 地方交付税の代替として発行するため、返済に要する費用は元金、利子ともに後年度に地方交付税で手当てされますが、本来、

地方交付税率の引き上げ等により国が責任を持って対応すべきものであることから、その縮減・廃止を全国知事会等を通じて国に

申し入れています。

県債残高の推移と今後の推計（一般会計ベース）
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臨時財政対策債 ※

豪雨災害分

通常分（臨財債・豪雨分除き）

＜R1までは決算額、R6以降は年度末見込＞



岡山県

社会保障関係費は高齢化の進展等により、今後も年20～３0億円程度増加する見通しです。

社会保障関係費の推移と将来推計

県財政の状況と今後見通し等－５－

社会保障関係費の推移と今後の推計（一般財源ベース）

医 療：後期高齢者医療費、国民健康保険費、難病医療費、母子医療対策費、結核健康診断・医療費、後期高齢者医療財政安定化基金積立金

介 護：介護給付費負担金、介護保険財政安定化基金積立金

子ども：子ども・子育て支援新制度給付費、児童手当費、児童保護費、児童扶養手当費、特別支援学校就学奨励費

その他：自立支援給付費、精神障害者自立支援給付費、生活保護費、特別障害者手当等給付費、精神保健措置費、生活困窮者自立支援費
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